総合研究所・都市減災研究センター（UDM）業績報告書（平成２２年度）

テーマ4　小課題番号4.2　氏名（所属）　大竹 浩靖（機械工学科）
発表論文名・著書名　等

（例えば発表論文の場合、論文名、著者名、掲載誌名、査読の有無、巻、最初と最後の頁、発表年（西暦）について記入してください。）

著者名が多数にわたる場合は、主な著者を数名記入し以下を省略（省略する場合、その員数と、掲載されている順番を○番目と記入）しても可。なお、研究代表者・研究分担者及び連携研究者には下線を付してください。）

著書

　なし
査読付き論文

　投稿中
国際学会論文（査読付も含む）

1. Ohtake, H., Mazume, T., Koizumi, Y., Study on Subcooled Flow Boiling Heat Transfer under Vibration Conditions of Sinusoids and Seismic Shock Waves, Proc. the 18th International Conference on Nuclear Engineering, CD-ROM ICONE18-30180, 2010.
学術雑誌、商業誌、研究機関への研究報告、展望、解説、論説など

　なし
招待講演
　なし
口頭発表

1. 大竹 浩靖、馬詰 丈彦、小泉 安郎、地震振動が冷却限界および沸騰気泡挙動へ及ぼす影響に関する研究、第15回動力エネルギー技術シンポジウム、日本機械学会、東京、2010年6月
外部資金の獲得

1. 工学院大学総合研究所プロジェクト研究、平成19年度～平成21年度、原子炉の地震時安全性に関する研究（炉心伝熱に及ぼす地震加速度とその方向の影響）、平成19年度：研究分担者、平成20,21年度：研究責任者、平成19年度：1,800千円、平成20年度：990千円、平成21年度：998千円。
2. 科学研究費補助金・基盤研究(C)、平成21年度～23年度、高張力鋼板（ハイテン・超ハイテン）製造プロセス改善に関する熱工学的検討、研究代表者、平成21年度：2,900千円、平成22年度：500千円。
知的財産権の取得（国内特許、国外特許、実用新案、著作権など）

　なし
各種メディア（新聞・テレビ・ラジオなど）・展示会等で公表

　なし
博士

　なし
修士１名

学士１名
その他（報告会・シンポジウムの主催・共催など）
1. 大竹 浩靖、都市型コジェネレーションシステムに関する研究、工学院大学総合研究所都市減災研究センター（UDM）第４回研究報告会、2010年12月。
